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「
海
外
武
者
修
行
」で

若
手
研
究
者
を
育
成

〜
熱
帯
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の

　国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
〜

特 
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海外パートナー機関の一つ、LIPI

LIPIの研究室で実験をする大学院生

「
海
外
武
者
修
行
」で

  

若
手
研
究
者
を
育
成

〜
熱
帯
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の

　国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
〜

特
集

　
大
学
院
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
手
研

究
者
に「
海
外
武
者
修
行
」の
場
を
提
供

す
る「
熱
帯
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の

多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」が
、平
成
24
年
に
最
終
年
度
を
迎

え
る
。世
界
一の
生
物
多
様
性
を
持
つ
と

い
わ
れ
る
ス
マ
ト
ラ
島
を
は
じ
め
と
す
る

東
南
ア
ジ
ア
の
研
究
機
関
で
研
究
に
専

念
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興

会（
以
下
、J
S
P
S
）が
募
集
し
た「
若

手
研
究
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ト
レ
ー

ニ
ン
グ・プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、I
T
P
）に
平

成
19
年
に
採
択
さ
れ
た
。平
成
24
年
ま

で
の
5
年
間
に
J
S
P
S
か
ら
約
8
千

万
円
の
支
援
を
受
け
、派
遣
さ
れ
る
大

学
院
生
の
旅
費・滞
在
費
は
原
則
無
料
。

鹿
児
島
大
学
大
学
院
の
理
工
学
研
究

科
、農
学
研
究
科
、水
産
学
研
究
科
、連

合
農
学
研
究
科
の
い
ず
れ
か
に
在
籍
す

る
大
学
院
生
や
助
教
、ポ
ス
ド
ク
を
対
象

に
、急
速
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
熱
帯
生
物

資
源
の
保
全
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
を
最
終
目
標
に
派
遣
を
行
って
き
た
。

　
鹿
大
の
I
T
P
の
特
徴
と
、派
遣
さ
れ

た
大
学
院
生
の
海
外
で
の
研
究
生
活
を

通
し
て
見
え
て
く
る
、I
T
P
の
成
果
と

今
後
の
展
望
を
紹
介
す
る
。

＊

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
若
手
研
究
者
育
成
の
取
り
組
み

「
熱
帯
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
際

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
、平
成
24
年
に
最
終
年
度
を
迎
え
る
。若

手
研
究
者
の
海
外
で
の
研
究
生
活
、鹿
大
と
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー

機
関
と
の
連
携
の
深
ま
り
を
通
し
て
、5
年
間
の
成
果
に
迫
る
。

熱
帯
域
の
生
物
学
に
お
い
て

鹿
大
が
積
み
上
げ
た
成
果
を
基
礎
に

　
I
T
P
は
、日
本
の
若
手
研
究
者
が

海
外
で
活
躍・研
鑽
す
る
機
会
の
充
実・

強
化
を
目
的
に
、平
成
19
年
か
ら

J
S
P
S
が
始
め
た
支
援
制
度
で
あ

る
。鹿
大
は
理
学
部
や
農
学
部
、水
産
学

部
が
中
心
と
な
り
、熱
帯
域
に
お
け
る

生
物
学
な
ど
の
分
野
で
長
年
に
わ
た
る

研
究
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。現
地
の
研
究
機
関
と
共
同
研
究

を
行
う
教
員
も
多
い
。こ
う
し
た
実
績

を
基
に
、鹿
大
は「
熱
帯
域
に
お
け
る
生

物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
際

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
練
り
上
げ
、

I
T
P
に
採
択
さ
れ
た
。

鹿
大
と
つ
な
が
り
の
深
い

海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
の
連
携

　
若
手
研
究
者
の
受
け
入
れ
先
と
な
る

海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
は
、I
T
P
開
始

当
初
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
生
物
学
研

究
セ
ン
タ
ー（
L
I
P
I
）と
ア
ン
ダ
ラ
ス
大

学（
共
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、サ
バ
大
学
と
ト

レ
ン
ガ
ヌ
大
学（
共
に
マ
レ
ー
シ
ア
）の

計
4
カ
所
だ
っ
た
。い
ず
れ
も
多
種

多
様
な
動
植
物
が
生
息
す
る
地
域

に
充
実
し
た
研
究
施
設
を
持
ち
、鹿

大
と
の
つ
な
が
り
の
深
い
研
究
機
関
で
あ

る
。現
在
で
は
、ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
と
バ

ン
ド
ン
工
科
大
学（
共
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、カ

セ
サ
ー
ト
大
学
と
ス
ラ
ナ
リ
工
科
大
学

（
共
に
タ
イ
）が
新
た
に
加
わ
り
、海
外
パ
ー

ト
ナ
ー
機
関
は
計
8
カ
所
と
な
っ
た
。派

遣
さ
れ
た
大
学
院
生
は
こ
う
し
た
拠
点

を
利
用
し
、海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、身

近
に
あ
る
豊
か
な
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

2
カ
月
間
の
研
究
に
専
念
す
る
。

派
遣
期
間
は
研
究
に
専
念

英
語
で
の
成
果
発
表
も

　
派
遣
前
に
は
現
地
で
の
生
活
態
度
や

マ
ナ
ー
、英
語
で
の
論
文
作
成・口
頭
発
表

に
つい
て
鹿
大
の
I
T
P
担
当
教
員
か
ら

指
導
を
受
け
る
。現
地
へ
行
っ
て
か
ら
は

大
半
の
時
間
を
日
本
人
の
指
導
教
員
な

し
で
研
究
に
費
や
し
、派
遣
期
間
の
最
後

に
は
研
究
成
果
を
英
語
で
発
表
す
る
。

派
遣
期
間
中
に
体
調
を
崩
し
た
り
、思

う
よ
う
な
研
究
が
で
き
な
い
と
いっ
た
苦

労
を
し
な
が
ら
も
、自
分
で
計
画
し
、考

え
、工
夫
し
な
が
ら
何
と
か
派
遣
期
間

を
乗
り
切
っ
た
若
手
研
究
者
に
は
自
信

が
み
な
ぎ
り
、人
間
的
に
も
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
。思
い
通
り
に
な
ら
な
い
状

況
の
中
で
、い
か
に
工
夫
し
て
成
果
を
出

す
か
。こ
れ
こ
そ
、研
究
者
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
資
質
で
あ
り
、I
T
P
は
そ
の

資
質
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
と
い
え
る
。

海外パートナー
機関と連携した
「海外武者修行」
プログラム

植物園での調査の様子

＊ ポスドク
Post-Doctoral Fellow の略。博士号を持つ、主に大学等の
研究機関における任期付きの研究員職などを指す。
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海外パートナー機関の一つ、LIPI

LIPIの研究室で実験をする大学院生

「
海
外
武
者
修
行
」で

  

若
手
研
究
者
を
育
成

〜
熱
帯
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の

　国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
〜

特
集

　
大
学
院
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
手
研

究
者
に「
海
外
武
者
修
行
」の
場
を
提
供

す
る「
熱
帯
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の

多
様
性
保
全
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た
め
の
国
際
教
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ロ
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、平
成
24
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に
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終
年
度
を
迎

え
る
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生
物
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性
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と
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ラ
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東
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研
究
機
関
で
研
究
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会
を
提
供
す
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の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興

会（
以
下
、J
S
P
S
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募
集
し
た「
若

手
研
究
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ト
レ
ー

ニ
ン
グ・プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
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T
P
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平

成
19
年
に
採
択
さ
れ
た
。平
成
24
年
ま

で
の
5
年
間
に
J
S
P
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か
ら
約
8
千

万
円
の
支
援
を
受
け
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さ
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る
大

学
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生
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旅
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費
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。
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合
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研
究
科
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ず
れ
か
に
在
籍
す

る
大
学
院
生
や
助
教
、ポ
ス
ド
ク
を
対
象

に
、急
速
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
熱
帯
生
物

資
源
の
保
全
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
を
最
終
目
標
に
派
遣
を
行
って
き
た
。

　
鹿
大
の
I
T
P
の
特
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と
、派
遣
さ
れ

た
大
学
院
生
の
海
外
で
の
研
究
生
活
を

通
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て
見
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て
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る
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T
P
の
成
果
と

今
後
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展
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を
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。

＊

平
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年
度
か
ら
始
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若
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研
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者
育
成
の
取
り
組
み
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に
お
け
る
生
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資
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の
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者
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、熱
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レ
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受
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間
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に
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る
。

派
遣
期
間
は
研
究
に
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念

英
語
で
の
成
果
発
表
も

　
派
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に
は
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地
で
の
生
活
態
度
や
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で
の
論
文
作
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発
表

に
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て
鹿
大
の
I
T
P
担
当
教
員
か
ら

指
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受
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行
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日
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の
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な
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で
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に
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や
し
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期
間
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後
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成
果
を
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発
表
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る
。

派
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中
に
体
調
を
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し
た
り
、思

う
よ
う
な
研
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が
で
き
な
い
と
いっ
た
苦

労
を
し
な
が
ら
も
、自
分
で
計
画
し
、考

え
、工
夫
し
な
が
ら
何
と
か
派
遣
期
間

を
乗
り
切
っ
た
若
手
研
究
者
に
は
自
信

が
み
な
ぎ
り
、人
間
的
に
も
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
。思
い
通
り
に
な
ら
な
い
状

況
の
中
で
、い
か
に
工
夫
し
て
成
果
を
出

す
か
。こ
れ
こ
そ
、研
究
者
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
資
質
で
あ
り
、I
T
P
は
そ
の

資
質
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
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で
あ
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と
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。
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理工学研究科　冨安 卓滋 教授

通常なら入ることのできない採掘場に入り、そこで住民と交
流を持ちながら調査ができたことは大変貴重な体験です。場
所によって採掘の方法が違い、水銀濃度も変わってくるの
で、今回彼女が取ってきたデータの重要性は高いと考えてい
ます。それを整理し、わかりやすく報告するのが研究者の使
命。次のステップに進むことを期待しています。

［指導教員からひとこと］

①国立公園での調査にあたり、必要書類に記載
②サンプル洗浄中の河野さんとLIPIのスタッフ
③シマオオタニワタリを採集
④LIPIの植物標本室でサンプルの同定を行う
⑤大気中の水銀のデータを取る
⑥精練小屋の隣りにある魚の養殖池。池は生活排水や水銀で汚染されている
⑦アマルガム（水銀と金の合金）中の水銀だけを高温で揮発させ、金を取り出す
⑧パダンで行われたワークショップでは英語で発表
⑨野外調査に同行してくれたLIPI研究者のヌリルさんと

鹿児島大学廃液処理室 特任助教

河野 百合子さん　Yuriko KONO

派 遣 さ れ た
若 手 研 究 者

の 声

派 遣 さ れ た
若 手 研 究 者

の 声

物
と
水
銀
の
関
わ
り
や
水
銀
の

物
質
循
環
を
調
べ
、化
学
物
質
が

生
態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
を
評
価
す
る「
バ
イ
オ
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」の
手
法
の
開
発
を
め
ざ
し
、研
究
し

て
い
た
河
野
さ
ん
。I
T
P
参
加
当
時
は

理
工
学
研
究
科
生
命
物
質
シ
ス
テ
ム
専

攻
の
大
学
院
生
だ
っ
た
。平
成
19
年
度
〜

平
成
21
年
度
に
3
回
の
I
T
P
に
参
加

し
、計
約
5
カ
月
間
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
研

究
を
行
っ
た
。

　
初
回
の
派
遣
の
際
、国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）の
職
員
か
ら
金
の
精
練
に
水

銀
を
利
用
し
て
い
る
国
立
公
園
内
の
違

法
採
掘
集
落
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。河

野
さ
ん
は
植
物
や
大
気
中
の
水
銀
濃
度

を
測
定
し
、水
銀
の
拡
散
の
範
囲
や
度
合

い
を
研
究
し
よ
う
と
計
画
を
立
て
、採
集

し
た
着
生
シ
ダ
植
物
を
同
定
し
、大
気

中
の
水
銀
濃
度
を
測
る
と
い
う
地
道
な

調
査
を
続
け
た
。金
採
掘
集
落
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、2
泊
3
日
の
調
査

も
経
験
。集
落
の
人
々
と
同
じ
も
の
を
食

べ
、生
活
を
共
に
し
た
。現
地
の
村
に
入

る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
し
か
通
じ
な
い
。

初
め
は
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
伝
え
ら

れ
ず
、も
ど
か
し
い
思
い
も
し
た
が
、派
遣

の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
自
分
の
希
望

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

　
I
T
P
へ
の
参
加
で
得
た
も
の
は
？ 

と
の
問
い
に
河
野
さ
ん
は
こ
う
答
え
て
く

れ
た
。「
学
部
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
水
銀
の
研
究
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。今
日
の
日
本
で
は
水
銀
汚
染

は
過
去
の
こ
と
に
思
え
ま
す
が
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
行
く
と
、今
ま
さ
に
汚
染
が
進

む
地
域
が
目
の
前
に
あ
る
。I
T
P
で
水

銀
汚
染
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
た

か
ら
こ
そ
、覚
悟
し
て
研
究
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
と
い
う
気
持
ち
を
持
て
た

と
思
い
ま
す
」

植

研究テーマ：インドネシアジャワ島西部の小規
模金採掘地域におけるシマオオタニワタリを
用いた大気中水銀のバイオモニタリング
派遣先：インドネシア科学院
 生物学研究センター（LIPI）

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

理工学研究科　鈴木 英治 教授

学部時代は千葉の植物を研究をしていた工藤君。ITPに参
加して熱帯雨林の生物多様性を研究したいということで、私
にメールをくれましたので、鹿大大学院の受験を勧めました。
来年もITPに参加すれば、計4回行くことになります。良い研
究成果が出ていますから、それらを基に博士論文を書いてく
れることを期待しています。

［指導教員からひとこと］

①国立公園内の山道。山道沿いを調べ、移入植物の種類や数のデータを取る
②工藤さんが調べた移入種
③現地スタッフとフィールド調査中の工藤さん
④グヌンゲデ・パンゲランゴ国立公園内のチブルウムの滝で
⑤調査地の一つ、ボドゴールでスタッフと
⑥国立公園内での調査を手伝ってくれたスタッフと
⑦派遣期間の最後に行われる研究発表

鹿児島大学大学院理工学研究科
地球環境科学専攻博士課程1年

工藤 芳文さん　Yoshifumi KUDO

学
生
の
頃
の
グ
ァ
ム
旅
行
を
き
っ

か
け
に
、熱
帯
地
域
の
生
物
多
様

性
に
興
味
を
持
ち
続
け
て
き
た
工
藤
さ

ん
。東
邦
大
学
理
学
部
生
物
学
科
を
卒

業
後
、熱
帯
雨
林
の
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
い
と
鹿
大
大

学
院
理
工
学
研
究
科
に
入
学
し
た
。

I
T
P
へ
の
参
加
は
平
成
21
年
度
〜
23

年
度
の
計
3
回
。そ
れ
ぞ
れ
2
カ
月
ほ
ど

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
滞
在
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、熱
帯
雨
林
の
生
物
多

様
性
が
な
ぜ
、ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
る
。

I
T
P
で
は
グ
ヌ
ン
ハ
リ
ム
ン・サ
ラ
ク
国

立
公
園
と
グ
ヌ
ン
ゲ
デ・パ
ン
ゲ
ラ
ン
ゴ
国

立
公
園
内
の
計
6
カ
所
の
調
査
区
域
で

31
種
の
移
入
植
物
を
調
査
対
象
に
研
究

を
進
め
た
。1
つ
の
調
査
区
域
に
1
週
間

〜
10
日
間
程
度
滞
在
し
、L
I
P
I
の

研
究
所
員
や
国
立
公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

共
に
ひ
た
す
ら
山
道
を
歩
く
。山
道
を

50
m
ず
つ
に
区
切
り
、区
間
ご
と
の
移
入

植
物
の
種
類
や
被
度
、最
大
樹
高
、林
冠

の
被
度（
日
射
の
度
合
い
）な
ど
の
デ
ー
タ

を
集
め
、各
移
入
植
物
の
広
が
り
方
や

被
度
を
分
析
。地
域
の
生
物
多
様
性
を

圧
迫
す
る
移
入
種
を
明
ら
か
に
し
た
。

調
査
区
域
内
に
は
飲
食
店
が
な
い
た
め
、

調
査
前
に
食
糧
の
調
達
や
調
理
な
ど
生

活
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
を
自

分
で
雇
う
と
い
う
経
験
も
し
た
。「
実
際

に
調
査
地
に
行
っ
て
み
た
ら
自
分
の
テ
ー

マ
と
合
わ
な
い
場
所
だ
っ
た
り
、体
調
を

崩
し
た
り
と
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、周

り
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
って
無
事
調
査
を
終

え
ら
れ
ま
し
た
」

　
こ
れ
か
ら
博
士
号
取
得
に
向
け
て
さ

ら
に
研
究
を
続
け
て
い
く
工
藤
さ
ん
。

今
後
は
パ
ダ
ン
な
ど
の
島
へ
渡
り
、島
ご

と
の
移
入
植
物
の
分
布
の
違
い
を
比
較

す
る
研
究
を
し
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

小

研究テーマ：
西ジャワにおける移入植物の分布調査
派遣先：インドネシア科学院
 生物学研究センター（LIPI）

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦
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理工学研究科　冨安 卓滋 教授

通常なら入ることのできない採掘場に入り、そこで住民と交
流を持ちながら調査ができたことは大変貴重な体験です。場
所によって採掘の方法が違い、水銀濃度も変わってくるの
で、今回彼女が取ってきたデータの重要性は高いと考えてい
ます。それを整理し、わかりやすく報告するのが研究者の使
命。次のステップに進むことを期待しています。

［指導教員からひとこと］

①国立公園での調査にあたり、必要書類に記載
②サンプル洗浄中の河野さんとLIPIのスタッフ
③シマオオタニワタリを採集
④LIPIの植物標本室でサンプルの同定を行う
⑤大気中の水銀のデータを取る
⑥精練小屋の隣りにある魚の養殖池。池は生活排水や水銀で汚染されている
⑦アマルガム（水銀と金の合金）中の水銀だけを高温で揮発させ、金を取り出す
⑧パダンで行われたワークショップでは英語で発表
⑨野外調査に同行してくれたLIPI研究者のヌリルさんと

鹿児島大学廃液処理室 特任助教

河野 百合子さん　Yuriko KONO

派 遣 さ れ た
若 手 研 究 者

の 声

派 遣 さ れ た
若 手 研 究 者

の 声

物
と
水
銀
の
関
わ
り
や
水
銀
の

物
質
循
環
を
調
べ
、化
学
物
質
が

生
態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
を
評
価
す
る「
バ
イ
オ
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」の
手
法
の
開
発
を
め
ざ
し
、研
究
し

て
い
た
河
野
さ
ん
。I
T
P
参
加
当
時
は

理
工
学
研
究
科
生
命
物
質
シ
ス
テ
ム
専

攻
の
大
学
院
生
だ
っ
た
。平
成
19
年
度
〜

平
成
21
年
度
に
3
回
の
I
T
P
に
参
加

し
、計
約
5
カ
月
間
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
研

究
を
行
っ
た
。

　
初
回
の
派
遣
の
際
、国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）の
職
員
か
ら
金
の
精
練
に
水

銀
を
利
用
し
て
い
る
国
立
公
園
内
の
違

法
採
掘
集
落
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。河

野
さ
ん
は
植
物
や
大
気
中
の
水
銀
濃
度

を
測
定
し
、水
銀
の
拡
散
の
範
囲
や
度
合

い
を
研
究
し
よ
う
と
計
画
を
立
て
、採
集

し
た
着
生
シ
ダ
植
物
を
同
定
し
、大
気

中
の
水
銀
濃
度
を
測
る
と
い
う
地
道
な

調
査
を
続
け
た
。金
採
掘
集
落
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、2
泊
3
日
の
調
査

も
経
験
。集
落
の
人
々
と
同
じ
も
の
を
食

べ
、生
活
を
共
に
し
た
。現
地
の
村
に
入

る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
し
か
通
じ
な
い
。

初
め
は
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
伝
え
ら

れ
ず
、も
ど
か
し
い
思
い
も
し
た
が
、派
遣

の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
自
分
の
希
望

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

　
I
T
P
へ
の
参
加
で
得
た
も
の
は
？ 

と
の
問
い
に
河
野
さ
ん
は
こ
う
答
え
て
く

れ
た
。「
学
部
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
水
銀
の
研
究
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。今
日
の
日
本
で
は
水
銀
汚
染

は
過
去
の
こ
と
に
思
え
ま
す
が
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
行
く
と
、今
ま
さ
に
汚
染
が
進

む
地
域
が
目
の
前
に
あ
る
。I
T
P
で
水

銀
汚
染
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
た

か
ら
こ
そ
、覚
悟
し
て
研
究
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
と
い
う
気
持
ち
を
持
て
た

と
思
い
ま
す
」

植

研究テーマ：インドネシアジャワ島西部の小規
模金採掘地域におけるシマオオタニワタリを
用いた大気中水銀のバイオモニタリング
派遣先：インドネシア科学院
 生物学研究センター（LIPI）

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

理工学研究科　鈴木 英治 教授

学部時代は千葉の植物を研究をしていた工藤君。ITPに参
加して熱帯雨林の生物多様性を研究したいということで、私
にメールをくれましたので、鹿大大学院の受験を勧めました。
来年もITPに参加すれば、計4回行くことになります。良い研
究成果が出ていますから、それらを基に博士論文を書いてく
れることを期待しています。

［指導教員からひとこと］

①国立公園内の山道。山道沿いを調べ、移入植物の種類や数のデータを取る
②工藤さんが調べた移入種
③現地スタッフとフィールド調査中の工藤さん
④グヌンゲデ・パンゲランゴ国立公園内のチブルウムの滝で
⑤調査地の一つ、ボドゴールでスタッフと
⑥国立公園内での調査を手伝ってくれたスタッフと
⑦派遣期間の最後に行われる研究発表

鹿児島大学大学院理工学研究科
地球環境科学専攻博士課程1年

工藤 芳文さん　Yoshifumi KUDO

学
生
の
頃
の
グ
ァ
ム
旅
行
を
き
っ

か
け
に
、熱
帯
地
域
の
生
物
多
様

性
に
興
味
を
持
ち
続
け
て
き
た
工
藤
さ

ん
。東
邦
大
学
理
学
部
生
物
学
科
を
卒

業
後
、熱
帯
雨
林
の
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
い
と
鹿
大
大

学
院
理
工
学
研
究
科
に
入
学
し
た
。

I
T
P
へ
の
参
加
は
平
成
21
年
度
〜
23

年
度
の
計
3
回
。そ
れ
ぞ
れ
2
カ
月
ほ
ど

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
滞
在
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、熱
帯
雨
林
の
生
物
多

様
性
が
な
ぜ
、ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
る
。

I
T
P
で
は
グ
ヌ
ン
ハ
リ
ム
ン・サ
ラ
ク
国

立
公
園
と
グ
ヌ
ン
ゲ
デ・パ
ン
ゲ
ラ
ン
ゴ
国

立
公
園
内
の
計
6
カ
所
の
調
査
区
域
で

31
種
の
移
入
植
物
を
調
査
対
象
に
研
究

を
進
め
た
。1
つ
の
調
査
区
域
に
1
週
間

〜
10
日
間
程
度
滞
在
し
、L
I
P
I
の

研
究
所
員
や
国
立
公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

共
に
ひ
た
す
ら
山
道
を
歩
く
。山
道
を

50
m
ず
つ
に
区
切
り
、区
間
ご
と
の
移
入

植
物
の
種
類
や
被
度
、最
大
樹
高
、林
冠

の
被
度（
日
射
の
度
合
い
）な
ど
の
デ
ー
タ

を
集
め
、各
移
入
植
物
の
広
が
り
方
や

被
度
を
分
析
。地
域
の
生
物
多
様
性
を

圧
迫
す
る
移
入
種
を
明
ら
か
に
し
た
。

調
査
区
域
内
に
は
飲
食
店
が
な
い
た
め
、

調
査
前
に
食
糧
の
調
達
や
調
理
な
ど
生

活
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
を
自

分
で
雇
う
と
い
う
経
験
も
し
た
。「
実
際

に
調
査
地
に
行
っ
て
み
た
ら
自
分
の
テ
ー

マ
と
合
わ
な
い
場
所
だ
っ
た
り
、体
調
を

崩
し
た
り
と
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、周

り
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
って
無
事
調
査
を
終

え
ら
れ
ま
し
た
」

　
こ
れ
か
ら
博
士
号
取
得
に
向
け
て
さ

ら
に
研
究
を
続
け
て
い
く
工
藤
さ
ん
。

今
後
は
パ
ダ
ン
な
ど
の
島
へ
渡
り
、島
ご

と
の
移
入
植
物
の
分
布
の
違
い
を
比
較

す
る
研
究
を
し
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

小

研究テーマ：
西ジャワにおける移入植物の分布調査
派遣先：インドネシア科学院
 生物学研究センター（LIPI）

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦

No.1885



ボゴール農科大学
インドネシア科学院生物学研究センター（LIPI）

バンドン工科大学

アンダラス大学

サバ大学

トレンガヌ大学

スラナリ工科大学

カセサート大学

マレーシア

タイ

インドネシア

海外パートナー機関の位置図

5
年
間
の
成
果
を
生
か
し

ア
ジ
ア
諸
国
と
連
携
し
た

教
育・研
究
を
継
続

　
5
年
間
の
I
T
P
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。派
遣
さ
れ
た
若
手
研
究
者
の
中

に
は
、I
T
P
で
得
ら
れ
た
成
果
を
盛
り

込
ん
だ
修
士
論
文
や
博
士
論
文
を
仕
上

げ
、学
位
を
取
得
し
た
大
学
院
生
も
出

て
い
る
。前
出
の
河
野
さ
ん
は
大
学
院
修

了
後
に
研
究
職
に
就
き
、現
在
も
植
物

と
水
銀
に
関
す
る
研
究
を
続
け
て
い
る
。

「
若
手
研
究
者
の
育
成
」と
い
う
意
味
で

は
、鹿
大
の
I
T
P
は
十
分
な
役
割
を

果
た
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、I
T
P
は
若
手
研
究
者
の

育
成
だ
け
で
な
く
、鹿
大
と
ア
ジ
ア
諸
国

の
大
学・研
究
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
深
め
る
と
い
う
効
果
も
も
た
ら
し
た
。

鹿
児
島
大
学
憲
章
に
は
、「
ア
ジ
ア
や
太

平
洋
諸
国
と
の
連
携
を
深
め
、研
究
者

や
学
生
の
双
方
向
交
流
お
よ
び
国
際
共

同
研
究
・
教
育
を
推
進
し
、人
類
の
福

祉
、世
界
平
和
の
維
持
、地
球
環
境
の
保

全
に
貢
献
す
る
」と
謳
わ
れ
て
い
る
。今

後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
制
度
を
利
用
し

な
が
ら
、鹿
大
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
若
手
研

究
者
の
交
流
や
教
育
は
継
続
し
て
い
く
。

ま
た
、熱
帯
域
の
生
物
多
様
性
保
全
の

研
究
に
力
を
入
れ
て
き
た
鹿
大
の
歴
史

と
伝
統
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、I
T
P

を
機
に
信
頼
関
係
を
深
め
た
海
外
パ
ー

ト
ナ
ー
機
関
と
連
携
し
、さ
ら
に
活
発
な

研
究
活
動
を
進
め
て
い
く
。

LIPIでのワークショップ終了後の記念写真

鹿
大
と
海
外
の
大
学
と
の
間
に

生
ま
れ
た
新
た
な
関
係

　
I
T
P
の
成
果
は
派
遣
さ
れ
た
個
々

の
研
究
者
だ
け
に
も
た
ら
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。新
た
な
研
究
者
同
士
の
交

流
が
生
ま
れ
、鹿
大
と
海
外
の
大
学・研

究
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
も
役
立
っ
た
。中
に
は
、新
た
な
学
術
交

流
協
定
締
結
に
発
展
し
た
例
も
あ
る
。

　
平
成
19
年
の
I
T
P
開
始
当
初
、鹿

大
が
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
し
て
連
携

し
て
い
た
の
は
4
カ
所
だ
っ
た
。そ
の
後
、

他
の
大
学
と
の
連
携
も
深
ま
り
、現
在
、

海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
は
8
カ
所
に
ま
で

増
え
て
い
る
。新
し
く
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー

機
関
と
な
っ
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ
ゴ

ー
ル
農
科
大
学
と
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
、タ

イ
の
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
と
ス
ラ
ナ
リ
工
科

大
学
の
4
つ
。い
ず
れ
も
農
学
系・生
物
系

が
充
実
し
て
い
る
大
学
で
、熱
帯
域
の
生

物
多
様
性
保
全
を
め
ざ
す
鹿
大
の

I
T
P
の
派
遣
先
と
し
て
最
適
な
大
学

ば
か
り
だ
。ま
た
、鹿
大
の
教
員
と
の
共

同
研
究
や
、留
学
生
受
け
入
れ
の
実
績
が

あ
る
大
学
で
も
あ
り
、鹿
大
と
の
つ
な
が

り
が
深
い
。研
究
可
能
な
地
域
が
広
が
っ

た
こ
と
で
、若
手
研
究
者
に
と
って
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
選
択
肢
も
増
え
た
。こ

の
4
大
学
と
は
大
学
間
学
術
交
流
協
定

も
締
結
し
た
。

海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
の

共
同
企
画
も

　
I
T
P
で
は
、鹿
大
が
若
手
研
究
者

を
派
遣
す
る
だ
け
で
な
く
、海
外
パ
ー
ト

ナ
ー
機
関
と
連
携
し
た
共
同
企
画
も
行

っ
て
い
る
。毎
年
、海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関

で
、学
生
の
研
究
発
表
の
他
に
、双
方
の

大
学
の
教
員
に
よ
る
発
表
や
、ア
メ
リ
カ

か
ら
研
究
者
を
招
い
て
招
待
講
演
を
行

う
な
ど
し
て
い
る
。こ
の
共
同
企
画
は
同

じ
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
研
究
す
る
教

員・研
究
者
が
交
流
し
、高
め
合
う
場
と

し
て
定
着
し
て
き
た
。現
地
の
学
生
も

毎
年
1
0
0
人
ほ
ど
参
加
し
、刺
激
に

な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
ア
ン
ダ
ラ
ス
大

学
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
生
物
学
研

究
セ
ン
タ
ー（
L
I
P
I
）、ボ
ゴ
ー
ル
農
科

大
学
、バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
で
共
同
企
画

を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
の
若
手

研
究
者
を
鹿
大
に
招
く
J
S
P
S
の
招

聘
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
。生
物
多
様
性
を

専
門
と
す
る
若
手
研
究
者
が
鹿
児
島
に

約
1
カ
月
間
滞
在
し
、鹿
大
の
研
究
室
に

所
属
し
て
研
究
テ
ー
マ
を
深
め
て
も
ら
う

企
画
な
ど
を
行
っ
た
。教
員
や
研
究
者
の

間
に
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、新
し
い
研

究
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
鹿
大
の
I
T
P
は
平
成
19
年
〜
平
成

23
年
の
間
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
生

物
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
L
I
P
I
）へ
の
派

遣
13
人
、サ
バ
大
学
へ

の
派
遣
13
人
な
ど
、

延
べ
46
人
の
大
学
院

生
を
東
南
ア
ジ
ア
の

大
学
・
研
究
機
関
に

派
遣
し
て
き
ま
し

た
。来
年
も
10
人
程

度
を
派
遣
す
る
予

定
で
す
。ま
た
、大
学
の
事
務
職
員
の
国

際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、毎
回

2
、3
人
ず
つ
事
務
職
員
の
派
遣
も
行
い

ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
大
学
院
生
は
人
に
よ
っ

て
多
少
の
レ
ベ
ル
の
差
は
あ
る
も
の
の
、皆

そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
で
考
え
、試
行
錯
誤

し
な
が
ら
限
ら
れ
た
時
間・環
境
の
中
で

工
夫
し
て
研
究
成
果
を
出
し
て
き
た
と

思
い
ま
す
。派
遣
期
間
中
に
困
っ
た
こ
と

が
起
こ
り
、院
生
か
ら
私
の
と
こ
ろ
へ
メ

ー
ル
で
相
談
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。慣
れ
な
い
食
事
な
ど
で
体
調
を
崩

し
、大
変
き
つ
い
思
い
を
し
た
人
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。し
か
し
、皆
、出
発
前
よ
り

格
段
に
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。派
遣

期
間
の
最
後
に
英
語
で
研
究
成
果
を
発

表
さ
せ
た
こ
と
も
、彼
ら
の
成
長
を
後
押

し
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ

ま
で
学
会
発
表
を
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
院
生
で
も
、寝
な
い
で
資
料
を
作

り
、準
備
を
重
ね
、何
と
か
発
表
を
成
功

さ
せ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
2
カ
月
間
は

研
究
に
専
念
で
き
る

時
間
で
あ
る
と
同
時

に
、貴
重
な
人
生
経

験
の
時
間
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　「
熱
帯
域
に
お
け

る
生
物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
平
成
24
年
に

終
了
し
ま
す
。こ
の
支
援
を
受
け
た
5

年
間
で
熱
帯
域
の
大
学・研
究
機
関
と
今

ま
で
以
上
の
信
頼・協
力
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
、教
育・研
究
が
一
層
進
め
や

す
く
な
り
ま
し
た
。海
外
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
研
究
を
行
う
に
は
、現
地
の
パ
ー
ト
ナ

ー
が
い
な
け
れ
ば
難
し
い
面
が
多
々
あ
り

ま
す
。そ
の
点
で
、こ
の
5
年
間
の
交
流
の

蓄
積
は
鹿
大
の
将
来
に
と
って
も
大
き
な

意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
院
ま
で
修
了
し
て
も
、実
際
に

研
究
者
に
な
る
人
は
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
数
カ
月
間
海
外
に

滞
在
し
、研
究
し
た
と
い
う
こ
と
は
良
い

経
験
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。若
い
う

ち
に
海
外
で
勉
強
す
る
こ
と
は
刺
激
に

な
り
ま
す
し
、後
の
人
生
を
生
き
て
い
く

上
で
も
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。こ
う
い

う
機
会
が
あ
れ
ば
、学
部
生・院
生
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

鹿大と海外パートナー
機関との連携の深まり

電車で鹿児島に到着した海外パートナー
機関の若手研究者の出迎え

鹿大で行われたワークショップでの
ポスター発表風景

屋久島の研修センターで講義を受
ける鹿大と海外パートナー機関の
若手研究者

ITP運営
委員会委

員長・

鈴木英治
理工学研

究科教授

インタビ
ュー

若
い
う
ち
に
海
外
で

勉
強
す
る
こ
と
は

力
に
な
り
ま
す
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も
行

っ
て
い
る
。毎
年
、海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関

で
、学
生
の
研
究
発
表
の
他
に
、双
方
の

大
学
の
教
員
に
よ
る
発
表
や
、ア
メ
リ
カ

か
ら
研
究
者
を
招
い
て
招
待
講
演
を
行

う
な
ど
し
て
い
る
。こ
の
共
同
企
画
は
同

じ
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
研
究
す
る
教

員・研
究
者
が
交
流
し
、高
め
合
う
場
と

し
て
定
着
し
て
き
た
。現
地
の
学
生
も

毎
年
1
0
0
人
ほ
ど
参
加
し
、刺
激
に

な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
ア
ン
ダ
ラ
ス
大

学
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
生
物
学
研

究
セ
ン
タ
ー（
L
I
P
I
）、ボ
ゴ
ー
ル
農
科

大
学
、バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
で
共
同
企
画

を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
の
若
手

研
究
者
を
鹿
大
に
招
く
J
S
P
S
の
招

聘
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
。生
物
多
様
性
を

専
門
と
す
る
若
手
研
究
者
が
鹿
児
島
に

約
1
カ
月
間
滞
在
し
、鹿
大
の
研
究
室
に

所
属
し
て
研
究
テ
ー
マ
を
深
め
て
も
ら
う

企
画
な
ど
を
行
っ
た
。教
員
や
研
究
者
の

間
に
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、新
し
い
研

究
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
鹿
大
の
I
T
P
は
平
成
19
年
〜
平
成

23
年
の
間
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
生

物
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
L
I
P
I
）へ
の
派

遣
13
人
、サ
バ
大
学
へ

の
派
遣
13
人
な
ど
、

延
べ
46
人
の
大
学
院

生
を
東
南
ア
ジ
ア
の

大
学
・
研
究
機
関
に

派
遣
し
て
き
ま
し

た
。来
年
も
10
人
程

度
を
派
遣
す
る
予

定
で
す
。ま
た
、大
学
の
事
務
職
員
の
国

際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、毎
回

2
、3
人
ず
つ
事
務
職
員
の
派
遣
も
行
い

ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
大
学
院
生
は
人
に
よ
っ

て
多
少
の
レ
ベ
ル
の
差
は
あ
る
も
の
の
、皆

そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
で
考
え
、試
行
錯
誤

し
な
が
ら
限
ら
れ
た
時
間・環
境
の
中
で

工
夫
し
て
研
究
成
果
を
出
し
て
き
た
と

思
い
ま
す
。派
遣
期
間
中
に
困
っ
た
こ
と

が
起
こ
り
、院
生
か
ら
私
の
と
こ
ろ
へ
メ

ー
ル
で
相
談
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。慣
れ
な
い
食
事
な
ど
で
体
調
を
崩

し
、大
変
き
つ
い
思
い
を
し
た
人
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。し
か
し
、皆
、出
発
前
よ
り

格
段
に
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。派
遣

期
間
の
最
後
に
英
語
で
研
究
成
果
を
発

表
さ
せ
た
こ
と
も
、彼
ら
の
成
長
を
後
押

し
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ

ま
で
学
会
発
表
を
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
院
生
で
も
、寝
な
い
で
資
料
を
作

り
、準
備
を
重
ね
、何
と
か
発
表
を
成
功

さ
せ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
2
カ
月
間
は

研
究
に
専
念
で
き
る

時
間
で
あ
る
と
同
時

に
、貴
重
な
人
生
経

験
の
時
間
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　「
熱
帯
域
に
お
け

る
生
物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
平
成
24
年
に

終
了
し
ま
す
。こ
の
支
援
を
受
け
た
5

年
間
で
熱
帯
域
の
大
学・研
究
機
関
と
今

ま
で
以
上
の
信
頼・協
力
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
、教
育・研
究
が
一
層
進
め
や

す
く
な
り
ま
し
た
。海
外
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
研
究
を
行
う
に
は
、現
地
の
パ
ー
ト
ナ

ー
が
い
な
け
れ
ば
難
し
い
面
が
多
々
あ
り

ま
す
。そ
の
点
で
、こ
の
5
年
間
の
交
流
の

蓄
積
は
鹿
大
の
将
来
に
と
って
も
大
き
な

意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
院
ま
で
修
了
し
て
も
、実
際
に

研
究
者
に
な
る
人
は
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
数
カ
月
間
海
外
に

滞
在
し
、研
究
し
た
と
い
う
こ
と
は
良
い

経
験
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。若
い
う

ち
に
海
外
で
勉
強
す
る
こ
と
は
刺
激
に

な
り
ま
す
し
、後
の
人
生
を
生
き
て
い
く

上
で
も
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。こ
う
い

う
機
会
が
あ
れ
ば
、学
部
生・院
生
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

鹿大と海外パートナー
機関との連携の深まり

電車で鹿児島に到着した海外パートナー
機関の若手研究者の出迎え

鹿大で行われたワークショップでの
ポスター発表風景

屋久島の研修センターで講義を受
ける鹿大と海外パートナー機関の
若手研究者

ITP運営
委員会委

員長・

鈴木英治
理工学研

究科教授

インタビ
ュー

若
い
う
ち
に
海
外
で

勉
強
す
る
こ
と
は

力
に
な
り
ま
す
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医
学
部
保
健
学
科
の
下
敷
領
須

美
子
准
教
授
は
、助
産
師
・
看

護
師
と
し
て
病
院
に
勤
務
し
て
き
た
経

歴
を
持
つ
。助
産
師
を
志
し
た
の
は
看

護
学
生
時
代
。妊
婦
が
正
常
な
状
態
を

保
っ
て
い
れ
ば
、医
師
が
い
な
く
と
も
分

娩
管
理
が
で
き
、開
業
も
で
き
る
助
産

師
に
憧
れ
た
。「
自
立
し
て
仕
事
を
で
き

る
点
が
魅
力
で
し
た
」と
下
敷
領
准
教

授
は
助
産
師
の
魅
力
を
語
る
。

「
家
族
の
幸
せ
」と
は
？

学
び
直
し
を
決
断

　
京
都
大
学
医
学
部
附
属
助
産
婦
学

校
卒
業
後
に
助
産
師
の
資
格
を
得
た
下

敷
領
准
教
授
。助
産
師
と
し
て
働
き
始

め
て
か
ら
は
、や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら

も
、妊
娠
・
出
産
期
を
異
常
な
く
過
ご
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
け
が
助
産
師
の
仕
事

な
の
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

う
。「
妊
娠
・
出
産
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、親
に
な
る
と
い
う
役
割
の
変
化
や
経

済
的
な
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
。『
家
族
の

幸
せ
』っ
て
何
だ
ろ
う
と
深
く
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。新
し
い
家
族
の
一
員

を
迎
え
て
家
族
と
し
て
発
達
し
て
い
く

た
め
の
環
境
や
条
件
に
つ
い
て
勉
強
し

た
い
と
思
い
、大
学
入
学
を
決
断
し
ま
し

た
」。大
学
院
へ
も
進
学
し
、家
族
の
発
達

課
題
に
つ
い
て
の
研
究
を
続
け
た
。「
社

会
福
祉
学
の
視
点
で
見
る
と
、結
婚
・
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
わ
る
問
題
は
全

国
内
外
で
デ
ー
ト
D
V

予
防
教
育
の
研
究
を
展
開

助
産
師
と
看
護
師
の
資
格
を
持
ち
、臨
床
経
験
の
あ
る
医
学
部
保
健
学
科
の
下
敷
領

須
美
子
准
教
授
。こ
こ
10
年
ほ
ど
、「
デ
ー
ト
D
V
」の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

鹿
児
島
県
内
の
高
校
へ
出
向
き
、デ
ー
ト
D
V
の
予
防
教
育
を
行
う
こ
と
も
多
い
。

平
成
21
年
か
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
研
究
も
始
め
た
。

医学部 保健学科 
看護学専攻  准教授
しもしきりょう・すみこ／昭和26年大阪府生まれ。昭和48年から看護師・助産師と
して医療機関に勤務。その後、約7年にわたり看護学校等での教員を務める。平
成2年東洋大学大学院社会学研究科社会福祉学専攻博士前期課程修了。修
士（社会学）。平成11年鹿児島大学医学部保健学科講師に就任。15年同助
教授に昇格。19年より現職。専門は母性看護学、助産学、家族福祉。 NPO法人

「Reばーす」理事。日本母性衛生学会員。日本助産学会員。 ピア☆ぴあ☆かごしまの活動の様子

下敷領 須美子

［ピア☆ぴあ☆かごしま］活動案内
毎月第3土曜日14時～16時、かごしま県民交流センター1Fの交流サロン・ミーティングルームにおいて

「ぴあすてーしょん」を開催しています。ピアカウンセラーの認定を持つ鹿大生が、若者を対象にさまざま
な悩みについての相談に対応します。ぜひご利用ください。

ピア☆ぴあ☆かごしまが毎月第3土曜日に開催する
「ぴあすてーしょん」（かごしま県民交流センター内）の
指導をする下敷領准教授
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（2003-2010 年度活動実績）

中学・高校生を対象にした
ピアカウンセリング・ピアデュケーション

て
社
会
の
抱
え
る
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。リ
ス
ク
や
不
安
は
あ

る
け
れ
ど
も
頑
張
っ
て
妊
娠
・
出
産
し
、

家
族
を
持
ち
た
い
と
若
い
人
た
ち
が
思

え
る
よ
う
な
社
会
に
し
た
い
、と
考
え
な

が
ら
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
」

デ
ー
ト
D
V
の
研
究
と

県
内
高
校
生
へ
の
予
防
教
育

　
下
敷
領
准
教
授
が
近
年
取
り
組
ん
で

い
る
の
が「
デ
ー
ト
D
V
」の
研
究
で
あ

る
。鹿
児
島
県
内
の
高
校
生
を
対
象
に

デ
ー
ト
D
V
に
関
す
る
意
識
・
実
態
調

査
を
行
い
、そ
の
予
防
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。D
V
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
の
略
称
で
夫
婦
間
に
起
こ
る

暴
力
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、デ
ー
ト
D
V

は
、恋
人
間
に
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
。ど

ち
ら
も
、力
で
相
手
を
支
配
す
る
点
は
同

じ
で
あ
る
。長
く
D
V
被
害
者
支
援
に

も
携
わ
っ
て
き
た
下
敷
領
准
教
授
は
、愛

し
、愛
さ
れ
る
関
係
の
中
で
暴
力
が
起
こ

る
背
景
を
こ
う
語
る
。「
一つ
に
は『
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
と
ら
わ
れ
』が
あ
り
ま
す
。社
会

的
・
文
化
的
に
規
定
さ
れ
た
性
差（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
）に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
と『
リ
ー
ド

で
き
る
強
い
男
性
』『
従
順
で
か
わ
い
い
女

性
』と
い
っ
た
男
ら
し
さ
女
ら
し
さ
の
決

め
つ
け
が
起
こ
り
、相
手
や
自
分
が
そ
こ

に
あ
て
は
ま
る
生
き
方
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
込
む
の
で
す
」

　
ま
た
、現
代
の
若
者
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
も
デ
ー
ト
D
V
を
助
長
し
て
い
る
と

い
う
。「
今
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
情

報
を
手
軽
に
入
手
で
き
る
時
代
。こ
れ
ら

の
情
報
は
い
か
に
多
く
の
人
々
に
消
費
さ

れ
る
か
を
目
的
に
意
図
的
・
人
為
的
に
構

成
さ
れ
て
お
り
、現
実
に
は
あ
り
え
な
い

設
定
や
刺
激
に
溢
れ
て
い
る
。ケ
ー
タ
イ

小
説
や
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
は
そ
の
最
た
る

も
の
で
す
。と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
も
の
を

見
る
と
、現
実
に
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
子

ど
も
も
多
い
。中
学
・
高
校
時
代
は
異
性

と
親
し
い
関
係
を
結
び
始
め
る
時
期
で

す
か
ら
、ケ
ー
タ
イ
小
説
や
ビ
デ
オ
に
出

て
く
る『
束
縛
さ
れ
る
こ
と
が
愛
』『
愛
し

て
い
る
な
ら
全
て
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
は

ず
』と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
を
混
同
し

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
」

　
若
い
う
ち
の
予
防
教
育
が
大
切
と
考

え
た
下
敷
領
准
教
授
は
、鹿
児
島
県
と

協
力
し
て
、県
内
の
高
校
で
デ
ー
ト
D
V

の
予
防
教
育
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。平

成
18
年
～
22
年
ま
で
に
39
校
、計
延
べ

１
万
６
２
３
５
人
の
高
校
生
に
予
防
教

育
を
実
施
。ま
た
、鹿
大
医
学
部
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
ピ
ア
☆
ぴ
あ
☆
か

ご
し
ま
」の
顧
問
と
し
て
、ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
鹿
大
生
が
行
う
デ
ー
ト
D
V
の

啓
発
活
動
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。「
ピ

ア
」は
英
語
で「
仲
間
」の
こ
と
。年
齢
の

近
い
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
学
生
が
若
者

に
デ
ー
ト
D
V
の
知
識
を
伝
え
、相
談
に

乗
る
。相
談
者
の
本
音
・
共
感
が
得
ら
れ

や
す
く
、啓
発
の
効
果
は
高
い
と
下
敷
領

准
教
授
は
み
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
生
を
対
象
に

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
訓
練

　
平
成
21
年
か
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

高
校
生
を
対
象
に
、性
や
D
V
に
関
す

る
調
査
・
研
究
も
始
め
た
。イ
ス
ラ
ム
教

国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
未
婚
者
の

男
女
交
際
や
性
的
関
係
を
タ
ブ
ー
視
し

て
い
る
。望
ま
な
い
妊
娠
や
性
感
染
症
の

多
さ
、妊
産
婦
死
亡
率
の
高
さ
と
い
っ
た

問
題
が
あ
り
な
が
ら
、宗
教
上
の
背
景

か
ら
学
校
で
の
性
教
育
が
し
づ
ら
い
と
い

う
事
情
も
あ
る
。そ
こ
で
下
敷
領
准
教

授
は
、性
や
生
殖
に
つ
い
て
若
者
同
士
で

学
び
合
う
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
、ピ
ア

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
た
性
教
育

活
動
を
提
言
。平
成
23
年
度
中
に
は
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
共
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
訪
れ
、現
地
の
高
校
生
の
中
か
ら
数

人
を
選
ん
で
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

養
成
し
、学
ん
だ
こ
と
を
学
校
に
持
ち

帰
っ
て
同
級
生
に
伝
え
て
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
る
。

　
下
敷
領
准
教
授
の
研
究
は
、人
が
男

性
、女
性
と
い
う
枠
か
ら
離
れ
、一
人
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
合
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。「
今
の
若
い
世
代
は
、

一
昔
前
に
比
べ
れ
ば『
仕
事
は
男
性
、家

事
・
育
児
は
女
性
』と
い
っ
た
固
定
的
な

考
え
方
を
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、周
囲
の
反
応
を
気
に
し
て
、

い
ざ
結
婚
す
る
と『
妻
が
家
事
を
し
た
ほ

う
が
う
ま
く
い
く
』『
子
ど
も
の
た
め
に

自
分
が
犠
牲
に
な
れ
ば
い
い
』と
い
う
考

え
を
持
っ
て
し
ま
い
が
ち
。そ
の
選
択
は

本
当
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
か
、と
自
ら
に
問
い
か
け
な
が

ら
、相
手
と
話
し
合
い
、互
い
を
大
切
に

で
き
る
生
き
方
を
見
出
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。こ
れ
か
ら
も
地
元
の
課
題

を
中
心
に
、教
育
・
研
究
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

ピア☆ぴあ☆かごしまに所属する鹿大生による
種子島中央高等学校でのピアエデュケーション
活動。生徒たちはグループワークを通じ、デートDV
や性についての知識・考え方を学んでいく

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2

2

5

3

3

3

7

25

525

247

922

439

529

565

1,394

4,621

2

2

2

2

1

1

1

1

12

55

22

16

31

7

12

9

11

163

ピアエデュケーション ピアカウンセリング
中学・高校
数 生徒数

年度
回　数 生徒数

合計
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鹿児島県に一人でも多く医師を増やしたいー。医師不足問題に悩む鹿児島県からの支援により、鹿児島大学医学部・
歯学部附属病院に寄附講座「地域医療支援システム学講座」が設置された。3年をかけて、地域の医療体制や医師の支
援体制整備などに役立つ研究を行っていく。

地域の医療問題解決に取り組む
寄附講座「地域医療支援システム学講座」開設

　
地
方
で
の
医
師
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。新
し
い
医
師
臨
床
研
修
制
度

が
開
始
さ
れ
た
平
成
16
年
度
以
降
、地

方
の
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
研
修
医

が
都
市
部
で
の
研
修
を
志
望
し
、研
修

終
了
後
も
地
方
に
戻
ら
な
い
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。こ
の
た
め
地
方
の
医
療
機
関

の
医
師
は
減
少
し
、医
師
一
人
あ
た
り
の

負
担
が
格
段
に
増
え
た
。疲
弊
し
て
、休

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
医
師
も
増
え
て

い
る
。

　
こ
の
深
刻
な
医
師
不
足
を
解
決
す

る
た
め
、平
成
23
年
度
か
ら
鹿
児
島
大

学
は
鹿
児
島
県
か
ら
の
寄
附
を
基
に
、

寄
附
講
座「
地
域
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム

学
講
座
」を
開
設
し
た
。寄
附
講
座
の

開
設
は
、県
が
策
定
し
た「
地
域
医
療

再
生
計
画
」に
基
づ
く
も
の
で
、期
限

は
3
年
。平
成
25
年
度
ま
で
に
総
額

3
億
円（
予
定
）の
支
援
を
受
け
、地
域

の
医
療
体
制
や
、地
域
医
療
に
た
ず
さ

わ
る
医
師
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
る
。医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病

院
内
に「
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」も

設
置
し
、研
究
成
果
は
速
や
か
に
具
体

化
す
る
。

　
特
任
教
授
に
は
髙
松
英
夫
・
前
医
学

部
・
歯
学
部
附
属
病
院
長
が
就
任
。そ

の
ほ
か
、東
桂
子
特
任
助
教
や
メ
デ
ィ

カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
も
加
わ

り
、５
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

適
切
な
医
師
配
置
を
検
討

　
寄
附
講
座
の
も
っ
と
も
大
き
な
仕
事

は
、地
域
医
療
体
制
の
分
析
・
研
究
だ
。

県
内
を
9
つ
の「
医
療
圏
」と
い
う
地
域

に
分
け
、地
域
ご
と
に
協
議
会
を
開
催

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
体
制
を
決
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。協
議
会
で
は

地
域
の
交
通
事
情
や
人
口
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、地
域
ご
と
に
診
療
科
や
医

師
の
配
置
な
ど
を
検
討
す
る
。ま
た
、髙

松
特
任
教
授
自
ら
が
地
域
の
病
院
を
訪

問
し
、病
院
長
と
の
意
見
交
換
も
行
っ

て
い
る
。「
実
際
に
交
通
機
関
を
利
用
し

た
り
、車
で
移
動
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
の
交
通
事
情
や
地
勢
を
把
握

し
、そ
の
実
感
を
医
療
体
制
の
構
築
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
し

た
」と
髙
松
特
任
教
授
は
語
る
。地
道
な

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
積
み
重
ね
な
が
ら
各
地

域
特
有
の
問
題
を
洗
い
出
し
、効
率
的

な
専
門
医
派
遣
の
仕
組
み
づ
く
り
も
め

ざ
す
。「
大
学
病
院
も
医
師
数
が
減
っ
て

い
ま
す
。高
度
先
進
医
療
を
提
供
し
な

が
ら
、地
域
か
ら
の
専
門
医
派
遣
の
要

請
に
応
え
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。し
か

し
、『
大
学
病
院
か
ら
人
は
出
せ
ま
せ
ん
』

と
い
う
の
で
は
、地
域
医
療
が
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。現
場
の
医
師
が
疲
弊
す
る
こ
と

な
く
地
域
医
療
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、地
域
ご
と
に
提
供
す
る
医
療
の

内
容
を
検
討
・
整
理
し
て
も
ら
い
、そ
れ

地域医療支援システム学講座のスタッフたち。髙松英夫特任教授・地域医療支援センター長（中央）、
東桂子特任助教・地域医療支援センター副センター長（右から2人め）
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に
合
わ
せ
て
大
学
病
院
か
ら
の
医
師
派

遣
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

県
は
平
成
23
年
度
中
に
、地
域
ご
と
の

医
療
体
制
や
各
地
域
に
必
要
な
医
師
の

配
置
の
概
要
を
示
し
た「
地
域
医
療
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
」を
作
成
す
る
。同
プ
ラ

ン
の
作
成
に
は
、地
域
医
療
支
援
シ
ス
テ

ム
学
講
座
が
積
極
的
に
協
力
す
る
。

地
域
の
医
師
を
支
援
す
る

研
修
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

　
寄
附
講
座
で
は
、地
域
の
医
療
機
関

で
働
く
専
門
医
の
た
め
の
研
修
・
就
業

支
援
に
関
す
る
研
究
も
行
う
。都
市
部

以
外
の
病
院
が
医
師
不
足
に
悩
む
要
因

と
し
て
、学
会
や
研
修
へ
の
参
加
と
い
っ

た
十
分
な
勉
強
が
で
き
な
い
こ
と
や
、

専
門
外
の
患
者
も
診
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
安
が
挙
げ
ら

れ
る
。こ
う
し
た
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、大
学
病
院
で
研
修
医
が
使
用
す
る

e
-le
a
r
n
i
n
g
シ
ス
テ
ム
を
地
域

の
医
療
機
関
で
働
く
医
師
も
利
用
し
て

専
門
医
と
し
て
の
研
鑽
を
積
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、内
容
の
専
門
性
を
高
め
、

実
用
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る
。ま
た
、

地
域
で
働
く
医
師
が
専
門
外
の
患
者
や

難
し
い
症
例
に
も
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、簡
単
な
操
作
で
迅
速
に
専
門

医
に
相
談
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
い
く
。加
え
て
、退
院
予
定
の

患
者
の
次
の
受
け
入
れ
先
病
院
を
探
す

の
に
役
立
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
つ

い
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
る
。医
師
の
個

人
的
な
つ
な
が
り
に
頼
る
受
け
入
れ
先

探
し
で
は
限
界
が
あ
る
上
、診
察
や
治

療
と
い
っ
た
本
来
の
仕
事
に
専
念
し
づ

ら
く
な
る
。デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
患
者

に
受
け
入
れ
先
を
提
案
で
き
れ
ば
、医

師
は
現
場
の
仕
事
に
専
念
で
き
る
。ま

た
、仕
事
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、疲
弊
防

止
に
も
つ
な
が
る
。

　
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
は
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
・
実
行
役
と
な

り
、寄
附
講
座
と
協
力
し
な
が
ら
運
用

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。寄
附
講

座
終
了
後
も
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

は
残
り
、鹿
児
島
県
や
医
師
会
、市
町

村
と
連
携
し
な
が
ら
、シ
ス
テ
ム
や
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
運
用
を
行
い
、地
域
医
療
支

援
の
た
め
の
調
整
・
相
談
窓
口
と
し
て

活
動
を
続
け
て
い
く
。

　
深
刻
な
医
師
不
足
を
短
期
間
で
解

決
す
る
の
は
難
し
い
。た
だ
、寄
附
講
座

の
3
年
間
で
医
療
体
制
・
医
師
支
援
の

仕
組
み
を
大
ま
か
に
で
も
つ
く
り
上
げ

る
こ
と
が
大
切
と
髙
松
特
任
教
授
は
考

え
て
い
る
。「
地
域
の
皆
さ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
重
ね
な
が
ら
、一
人
で
も
鹿
児

島
県
内
に
医
師
が
留
ま
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
」

3月23日、鹿児島大学と鹿児島県は寄附講座「地
域医療支援システム学講座」の協定を締結した

（右から）伊藤鹿児島県知事、髙松特任教授、吉田
鹿児島大学長

4月8日には寄附講座「地域医療支援システム学
講座」と「地域医療支援センター」看板上掲式が
行われた （右から）中俣鹿児島県保健福祉部地
域医療整備課長、濵之上鹿児島県保健福祉部
次長、熊本病院長、髙松特任教授

大学病院

地   域

一体的に運営

医　局
（診療科）

医　局
（診療科）

医　局
（診療科）

病
院
運
営
会
議

診
療
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議

地域医療支援
センター
（H23～）

【運用】
医師派遣の調整・総合相談窓口
勤務医師のキャリアパス形成支援

シンポジウム
開催等

地域の
拠点病院等

寄附講座          
地域医療支援
システム学講座
（H23～25）

【研究・教育】
地域医療提供体制の研究
地域勤務医師の支援体制の研究

参加・説明
連絡・調整

運営参加
モデル提供

地域の協議
拠点病院
医師会
大学病院
県・市町村等

研修医
中堅医師

センター
運営協議会

大学病院
医師会
県

市町村等

運営に参加派遣医師支援協議参加
フィードバック

派遣要請
派遣調整

啓発広報

地域医療支援システム学講座と
地域医療センターのイメージ図
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米倉 隼人康さん鹿児島県日置警察署交通課長
警部

● profile
1971年鹿児島市生まれ。学校法人津曲学園鹿児島高等学校卒業。93年
鹿児島大学教育学部中学校教員養成課程数学専攻卒業。同年4月鹿児島
県警察の女性警察官第1期生として採用される。警察学校の指導員などを経
て、97年4月鹿児島県警初の女性白バイ隊「さつまクイーンズ」のメンバーとな
る。その後、県警本部交通企画課、奄美署（旧名瀬署）や中央署の少年係な
どを経て、2007年鹿児島県警に創設された女性だけの部隊「第二機動隊特
別小隊」の初代隊長となる。県警少年サポートセンターを経て、10年4月鹿
児島県警初の女性警部に昇格、日置警察署交通課長に就任。リラックス
方法は温泉めぐり、パン作り。

※「アラムナイ」とは英語で同窓生のこと。
　各界で活躍する鹿児島大学の卒業生や留学生などの

ユニークな活動を紹介します。

警
察
官
の

仕
事
に
は

飽
き
る
こ
と
が

な
い
で
す
ね
。

ア
ラ
ム
ナ
イ
追
跡
隊

interview

Hayako 
YONEKURA

秋の全国交通安全運動初日、
一日警察署長を努める子ども
たちの面倒を見る米倉さん



軽
い
気
持
ち
で

女
性
警
察
官
第
一
期
生
に
応
募

　
昔
か
ら
警
察
官
に
な
り
た
か
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。高
校
生

に
な
る
ま
で
、将
来
の
夢
な
ん
て
考
え

た
こ
と
な
か
っ
た
で
す
ね
。数
学
が
得

意
で
し
た
か
ら
、「
教
育
学
部
の
数
学

専
攻
は
ど
う
だ
ろ
う
、教
員
免
許
も
取

れ
る
し
」と
考
え
、鹿
大
を
受
験
し
ま
し

た
。学
生
生
活
は
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

人
並
み
に
ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活

動
を
し
て
、好
き
な
数
学
を
学
ん
だ
、

充
実
し
た
4
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。た
だ
、3
年
次
の
教
育
実
習
で「
教

員
は
自
分
に
向
い
て
い
な
い
の
で
は
」と

感
じ
、別
の
就
職
先
を
探
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、鹿
児
島
県
警

が
女
性
警
察
官
の
第
一
期
生
を
募
集
す

る
こ
と
を
知
っ
た
ん
で
す
。幼
い
頃
か

ら
空
手
を
習
い
、兄
と
一
緒
に
野
球
を

す
る
よ
う
な
活
発
な
性
格
で
し
た
か

ら
、体
を
動
か
す
仕
事
が
い
い
な
と
軽

い
気
持
ち
で
応
募
し
た
と
こ
ろ
、採
用

さ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。

厳
し
か
っ
た

警
察
学
校
時
代

　
警
察
学
校
に
入
校
し
て
1
日
目
に

早
く
も
後
悔
し
ま
し
た
。自
由
な
大
学

生
活
か
ら
、管
理
さ
れ
る
窮
屈
な
寮
生

活
に
急
に
変
わ
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。早
朝
の
点
呼
に
始
ま
り
、法

律
、実
務
、術
科（
柔
道
や
剣
道
）と
勉
強

づ
け
。体
力
作
り
の
た
め
の
駆
け
足
訓

練
ま
で
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、私
た
ち

を
教
育
す
る
た
め
に
警
視
庁
か
ら
派

遣
さ
れ
た
女
性
指
導
員
の
指
導
が
非

常
に
厳
し
か
っ
た
。何
度
音
を
上
げ
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
。た
だ
、絶
対
に
途

中
で
投
げ
出
す
こ
と
だ
け
は
し
た
く

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。今
思
え
ば
、

そ
の
厳
し
さ
に
は
理
由
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。警
察
官
の
仕
事
の
現
場

は
、厳
し
い
も
の
で
す
。人
一
倍
、相
手
へ

の
気
遣
い
も
求
め
ら
れ
ま
す
。一つ
ひ
と

つ
の
規
則
・
規
律
を
守
り
、自
分
に
厳

し
く
、他
人
の
こ
と
を
思
い
や
れ
る
人

間
で
あ
っ
て
こ
そ
、地
域
の
安
全
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。そ
の
た
め

に
は
こ
う
い
う
教
育
が
必
要
だ
っ
た
の

だ
と
、卒
業
後
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
卒
業
後
す
ぐ
の
交
番
勤
務
は
楽
し

く
て
仕
方
な
か
っ
た
で
す
ね
。経
験
し

た
こ
と
の
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
し
、

学
ん
だ
こ
と
を
実
践
で
き
る
喜
び
も
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、交
番
勤
務
は
人
と

接
す
る
機
会
が
と
て
も
多
く
、人
と
話

を
す
る
の
が
好
き
な
私
に
向
い
て
い
た

よ
う
で
す
。

一
人
の
警
察
官
と
し
て

一
生
懸
命
に
働
き
た
い

　
97
年
、鹿
児
島
県
警
初
の
女
性
白
バ

イ
隊「
さ
つ
ま
ク
イ
ー
ン
ズ
」の
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
し
た
。白
バ
イ
は
体
力
の
あ

る
若
い
う
ち
し
か
で
き
ま
せ
ん
し
、普

段
か
ら
大
型
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
、希
望
を
出
し
た
ん
で
す
。し
か

し
、こ
こ
で
の
訓
練
も
大
変
で
し
た
。約

3
0
0
キ
ロ
の
白
バ
イ
に
朝
か
ら
晩
ま

で
ひ
た
す
ら
乗
る
生
活
。腕
は
筋
肉
で
パ

ン
パ
ン
、体
は
ア
ザ
だ
ら
け
、手
に
は
タ
コ

が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
が
、技
術
で
体

力
を
カ
バ
ー
す
る
コ
ツ
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。9
カ
月
の
訓
練
の
後
は

普
段
の
取
締
り
だ
け
で
な
く
、長
野
五

輪
の
マ
ラ
ソ
ン
の
伴
走
を
す
る
機
会
も

頂
き
ま
し
た
。

　
交
通
課
長
と
な
り
ま
し
た
が
、職
場

に
は
私
よ
り
年
上
の
方
々
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
す
。言
う
べ
き
こ
と
は
言

い
ま
す
が
、ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。管
理
職
と
し
て
署
長
の
補
佐
を
し

た
り
、課
同
士
の
連
携
に
気
を
配
る
と

い
っ
た
仕
事
も
加
わ
り
ま
し
た
。与
え

ら
れ
た
仕
事
を
や
る
だ
け
で
な
い
、一つ

の
課
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
責
任
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
体
力
で
は
男
性
に
劣
り
ま
す
が
、女

性
の
要
人
の
警
衛
・
警
護
や
女
性
被
害

者
の
ケ
ア
な
ど
、女
性
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
仕
事
も
あ
り
ま
す
。何
を
し
て
も「
女

性
初
め
て
の
～
」と
い
う
枕
詞
が
付
く
こ

と
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、一
人

の
警
察
官
と
し
て
一
生
懸
命
に
仕
事
を

す
れ
ば
、必
ず
誰
か
が
見
て
い
て
応
援

し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
周
り

の
サ
ポ
ー
ト
に
こ
れ
ま
で
助
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。モ
ッ
ト
ー
は「
や
れ
ば
で
き

る
」。臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

警
察
官
の
仕
事
に
は
飽
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

95年、警察学校指導員時代の米倉さん

白バイに乗る米倉さん
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五 藤   雅 人さん
医学部医学科6年
［愛媛県出身］
愛媛県立松山東高等学校卒業

vol. 15
Goto Masato

「
異
色
の
経
歴
」と
い
う
言
葉
は
、五
藤
雅
人
さ
ん
の
た
め

に
あ
る
言
葉
か
も
し
れ
な
い
。子
ど
も
の
頃
か
ら
宇
宙
に
憧

れ
た
五
藤
さ
ん
は
、宇
宙
工
学
の
道
を
志
し
、琉
球
大
学
工

学
部
に
入
学
。し
か
し
、よ
り
最
先
端
の
工
学
を
学
び
た
い

と
、英
・ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
の
入
学
を
め
ざ
し
、渡
英
し

た
。シュ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
の
高
校
で
勉
強
を

続
け
、97
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
入
学
。同
大
で
工
学
修

士
を
取
得
後
、仏
の
国
際
宇
宙
大
学
に
も
留
学
し
た
。

そ
こ
で
有
人
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョン
や
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
、工
学
に
加
え
て
医
学
の
知
識
も

必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。宇
宙
医
学
の
世
界
が
人
材

や
物
資
に
制
限
の
あ
る「
離
島
医
療
」に
近
い
こ
と
も
分
か

り
、ま
す
ま
す
医
学
へ
の
興
味
が
か
き
立
て
ら
れ
た
。「
元
々
、

島
が
大
好
き
。工
学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
学
ぶ
中
で
、人
と
関

わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
芽
生
え
た
。そ
れ
な

ら
臨
床
医
は
ど
う
か
な
と
。周
り
が
少
し
で
も
安
心
し
て
、

今
よ
り
笑
顔
に
な
れ
る
。そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
な

医
師
に
な
り
た
い
ん
で
す
」

そ
れ
か
ら
の
行
動
は
早
か
っ
た
。ホ
ー
ムヘル
パ
ー
の
資
格

を
取
り
、石
垣
島
でヘル
パ
ー
と
し
て
働
き
な
が
ら
島
の
生
活

や
医
療
の
現
場
を
自
分
の
目
で
見
て
き
た
。そ
の
後
、離
島

医
療
を
学
べ
る
と
い
う
理
由
で
鹿
大
医
学
部
に
入
学
。離
島

で
の
研
修
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。1
・
2
年
生
の
頃
は

週
4
日
、ホ
ス
ピ
ス
の
看
護
助
手
と
し
て
終
末
期
医
療
の
現

場
で
も
働
い
た
。限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

理
想
の
医
師
像
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。「
厳
し
く
て
も
、

自
分
が『
わ
く
わ
く
感
』を
感
じ
ら
れ
る
道
を
選
ん
で
き
ま

し
た
。周
り
に
目
標
を
話
す
と『
そ
ん
な
の
で
き
る
わ
け
な

い
』と
言
わ
れ
る
け
ど
、で
き
る
か
否
か
を
判
断
す
る
の
は

自
分
。や
ら
な
い
で
い
る
よ
り
や
っ
て
後
悔
し
た
い
。で
も
、今

ま
で
や
っ
て
後
悔
し
た
こ
と
は一つ
と
し
て
な
い
で
す
ね
」

鹿大では社交ダンス部に所属。「ダンスが大好
きなんです。最近、バレエも習い始めました」

ケンブリッジ大学の卒業式での五藤さんシーラさんのデスクで

「人間は一生のうち逢うべき人には必ず会える
  しかも一瞬も早すぎず、一瞬も遅すぎない時に」
この言葉は、鬼丸昌也さんの『こうして僕は世界を変えるために一歩を踏み出し
た』という本で見つけた言葉です。これまで、私は人との出会いを一番大事にし
てきました。今思い返すと、あの時のあの人との出会いがここでつながった、この
人と絶妙のタイミングで出会うことができたということに気付きます。

や
ら
な
い
で
い
る
よ
り
、
や
っ
て
後
悔
し
た
い
。

で
も
、
後
悔
し
た
こ
と
は
今
ま
で
一
度
も
な
い
で
す
ね
。
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全 国 で 唯 一 の 大 学 に あ る 馬 専 門 診 療 施 設

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
ん
な
い

W
elcom

e to our C
am

pus

「
軽
種
馬
診
療
セ
ン
タ
ー
」

南
九
州
は
古
く
か
ら
軽
種
馬（
競
走
馬

や
乗
馬
）の
主
要
な
産
地
で
あ
り
、温
暖

な
気
候
か
ら
馬
の
休
養
地
に
も
適
し
た

場
所
で
し
た
。し
か
し
、馬
の
た
め
の
専
門

の
診
療
施
設
が
な
く
、高
度
医
療
に
対
応

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
状

況
を
改
善
す
る
た
め
、（
社
）日
本
軽
種
馬

協
会
が
日
本
中
央
競
馬
会
の
特
別
振
興

事
業
と
し
て（
財
）全
国
競
馬
・
畜
産
振
興

会
の
助
成
を
受
け
て
造
ら
れ
た
の
が
、鹿

児
島
大
学
農
学
部
附
属
の「
軽
種
馬
診
療
セ
ン
タ
ー
」で
す
。平
成
20
年
12

月
の
竣
工
後
、セ
ン
タ
ー
は
鹿
大
に
寄
贈
さ
れ
、平
成
21
年
4
月
か
ら
診

療
を
開
始
し
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
長
は
三
角
一
浩
獣
医
学
科
教
授
。全
国
の

獣
医
系
大
学
で
も
２
人
し
か
い
な
い
馬
専
門
獣
医
師
の
1
人
で
す
。

セ
ン
タ
ー
1
階
は
馬
の
た
め
の
診
療
・
手
術
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。ハ

イ
ク
リ
ー
ン
陽
圧
手
術
室
は
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
空
気
を
清
浄
に
保
ち
、

適
切
な
空
気
圧
と
気
流
方
向
が
維
持
さ
れ
て
い
る
手
術
室
で
、骨
折
な
ど

の
整
形
外
科
手
術
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。開
腹
手
術
や
外
傷
手
術
な
ど

は
手
術
準
備
室
で
実
施
。手
術
は
年
間
約
30
頭
、診
断
・
治
療
は
年
間
約

1
0
0
頭
前
後
に
も
上
り
ま
す
。

今
後
は
、骨
・
筋
肉
・
腱
・
靭
帯
と
い
っ
た
運
動
器
機
能
再
建
の
た
め
の

新
し
い
治
療
法
、実
用
的
な
治
療
法
の
提
案
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。ま
た
、平
成
23
年
度
中
に
は
往
診
用
の
車
両
を
用
意
し
、学
外

で
の
検
査
や
治
療
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

軽
種
馬
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、全
国
で
唯
一の
、大
学
に
あ
る
馬
専
門
の
診

療
施
設
で
す
。馬
の
獣
医
師
を
め
ざ
す
若
者
の
教
育
の
場
と
し
て
、ま
た

す
で
に
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
獣
医
師
の
卒
後
教
育
の
場
と
し
て
貢
献
で

き
る
よ
う
、教
育
・
研
究
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

農学部附属動物病院
軽種馬診療センター
〒890-0065
鹿児島市郡元1-21-24
診療時間　9：00～11：30、13：00～15：00
休診　水曜日午後、土日祝日
動物病院事務係
TEL 099-285-8750  FAX 099-285-8751

馬の喉頭片麻痺の手術風景（手術準備室）

倒馬室

ハイクリーン陽圧手術室
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ボランティア学生による作業

　7月20日、教育学部の卒業生で指揮者の下野竜也さんを講師
に迎え、「吹奏楽指導者のためのワークショップin鹿児島大学」が
教育学部学生食堂「エデュカ」で開催されました。
　このワークショップは、7月21日から開催された第32回霧島国際
音楽祭2011のプレイベントとして下野さんのたっての希望により
開催されたもので、教職員、学生、吹奏楽指導者、一般市民など約
300人が参加し、立ち見がでるほどの盛況でした。
　ワークショップでは、本学の学生、中学校、高校の吹奏楽指導者
の先生3人が、それぞれ実際に鹿児島大学吹奏楽団を指揮し、指

導にあたって悩んでいる点などを下野さんに相談しました。下野さん
から、笑いを交えながらも的確なアドバイスをいただき、3人の指導
者はもちろん、吹奏楽団の
学生たちにとっても有意義
な時間となりました。
　最後に下野さんの指揮
で演奏し、参加者からは盛
大な拍手が贈られました。

生物多様性シンポジウム鹿児島大会を開催
　10月15日、稲盛会館において生物多様性シンポジウム鹿児島大会
が開催され、環境に関心をもつ市民、教職員など約230人が参加しま
した。環境省では、昨年10月に開催された生物多様性条約第10回締
約国会議（COP10）を受けて、生物多様性国家戦略の改定等を行う
こととしており、同シンポジウムは広く意見を聞くことを目的として、全国8
カ所で開催される生物多様性地方座談会の第1回目として開催された
ものです。
　シンポジウムでは、渡邉綱男環境省自然環境局長から「生物多様性
を取り巻く昨今の状況」と題した環境省報告があり、本学の宮本旬子
理学部准教授ら3人から、鹿児島の自然や社会の取り組みについて紹
介がありました。引き続き行われたパネルディスカッションでは、学術基
盤の調査研究を公表・周知
することで人々が生物多様
性に気づく仕組みをつくるこ
となどについて意見が述べら
れ、改定生物多様性国家戦
略の策定に向けての有意義
な機会となりました。

　7月5日、学術情報基盤センターにて東日本大震災復興支援リユースPC発送式が行われ、
吉田浩己学長、会田和弘特定非営利活動法人イーパーツ常務理事、島秀典企画担当理事、
森邦彦学術情報基盤センター長、ボランティア学生らが出席しました。
　リユースPCの寄贈は、東日本大震災の支援事業の一環として、5月10日に特定非営利活
動法人イーパーツとの間で締結した同意書に基づき執り行われたもので、ボランティア学生が
授業の合間を利用してPCの洗浄、ソフトの設定・入れ替えなどを行ったうえで被災地の方へ寄
贈します。本学からは100台のリユースPCを発送することを予定しており、今回、第一弾として
30台が箱詰めされ、宮城県仙台市の小学校・幼稚園の避難所の方々、仮設住宅の集会所な
どに発送されました。

吹奏楽指導者のためのワークショップ in 鹿児島大学を開催

東日本大震災復興支援のため、リユースPCを発送

パネルディスカッションの様子

　農学部は、8月24日、
公開講座「イチゴの高品
質果実の高収量・安定生
産の基本」を開催し、イチ
ゴ生産農家、JAイチゴ部
会会員、鹿児島県・市町
村関係者、学生など128
人が参加しました。
　この公開講座は、イチゴ生産関係者から、イチゴの収量が思
わしくなく経営も厳しくなってきており、本学で基本技術を根本か
ら学ぶことができないかとの相談を持ちかけられたことがきっかけ
で、関係教員、関係機関等と調整して開催することとなったもの
です。
　参加者は、野菜の休眠、花芽形成などの基礎から、イチゴに特
化した生態・生理、品種、栽培技術、増収に向けた対策などの実
践的な内容まで各講師の説明に聞き入っていました。

農学部公開講座
「イチゴの高品質果実の高収量・
安定生産の基本」を開催

会場の様子
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進水が完了したかごしま丸

水産学部附属練習船かごしま丸代船　命名・進水式を開催
　水産学部附属練習船かごしま丸代船の命名・進水式が、9月
30日、新潟造船株式会社（新潟市）にて執り行われ、吉田浩己
学長、野呂忠秀水産学部長をはじめとする大学関係者、新潟造
船株式会社代表取締役社長 田中哲雄氏、社団法人海洋水産
システム協会専務理事 長島徳雄氏、財団法人日本海事協会
東京支部長 勝亦二郎氏、新潟造船株式会社の関係者約30人
が出席しました。
　命名式において附属練習船代船は「かごしま丸」と命名され、引
き続き執り行われた進水式では、吉田学長より支綱切断が行わ
れ、無事に進水が完了しました。

　命名・進水式終了後
の直会では、船主代表
挨拶として吉田学長より

「新しいかごしま丸は、
水産学部の学生・大学
院生が水産・海洋分野の技能を習得する場としてのみならず、全学
部学生が進取の気風を涵養する施設として利用されることが期待
されています。」と挨拶がありました。
　新かごしま丸は、全長66.9m、幅12.10m、深さ4.60m、総トン数
935 t 、平成24年3月末竣工・引渡しの予定となっています。

　鹿児島大学では、「進取の気風」にあふれるチャレンジ精神を持
つ人材の育成を教育目標の一つに掲げ、様々なプログラムを実施
しており、今年度は新たに共通教育科目として日本学生支援機構
(JASSO）の平成23年度留学生交流支援事業（ショートステイ・シ
ョートビジット）である「南米における進取の気風研修計画」を、8月
16日から28日まで13日間、ブラジル及びパラグアイで実施し、12
人の学生が参加しました。この研修は、昨年、吉田浩己学長らがブ
ラジルを訪問した際に、鹿児島県出身の移民の方々の生き様に
感銘を受け、本学の学生達に学ばせたいとの思いから、地元の県
人会と本学との連携事業の一環として企画されたものです。現地
の日系移民（主に鹿児島県出身者）の歴史を学び、現地での農
業開発事情等を学ぶことにより、「進取の気風」を育む教育効果
を得ることを目的として企画されたもので、ブラジルやパラグアイの
鹿児島県人会等の協力を得て実現しました。
　参加した学生たちは、サンパウロ市で鹿児島県人会による移民
の歴史について講義を受けた後、イツ市やソロカバ市で現地の産
業や歴史を学び、地元の住民宅でのホームステイや、サンカルロス
大学での交流会などに参加しました。さらに、日系移民の方々が経
営するパラグアイのイグアス移住地での農場体験実習にも参加し、
先人達の偉功を肌で体験する大変有意義な研修になりました。

南米における「進取の気風」
研修プログラムを実施

サンパウロ市内で鹿児島県人会の人 と々討論の様子

　10月23日、奄美市名瀬公民館にて「平成23年度防災・日
本再生シンポジウム 奄美防災シンポジウム～奄美豪雨災害か
ら学ぶ～」を開催し、豪雨災害にあわれた奄美市、龍郷町、大
和村の方々が多数参加しました。
　シンポジウムでは、下川悦郎地域防災教育研究センター長
の司会のもと、「奄美大島における降雨流出特性の解明に向
けて／安達貴浩 理工学研究科准教授」、「土砂災害の実態
と特徴／地頭薗 隆 農学部准教授」、「道路災害の特徴／北
村良介 理工学研究科教授」、「奄美豪雨災害における情報
通信体制等の検証／升屋正人 学術情報基盤センター教授」、

「医療・福祉からみた奄美豪雨災害の実態と特徴／嶽﨑俊
郎 医歯学総合研究科教授」、「学校コミュニティにおける災害
心理／関山 徹 教育学部准教授」、「農業災害－永年性作物
である果樹を中心に－／冨永茂人 農学部教授」、「豪雨災害
による河川生物への影響－特にリュウキュウアユでの例－／
四宮明彦 水産学部教授」、「突発性の災害と復旧・復興の新
時代／山田 誠 法文学部教授」、計9件の報告が行われまし
た。報告会終了後、「防災対策の在り方、地域復興策等」と題
した討論と聴講者があらかじめ用意していた質問票を中心に
質疑応答が行われました。
　本来難しい内容である防災報告や災害の実態等を一般の
方にも分かりやす
いように工夫して
説明が行われ、会
場を訪れた人々は
熱心に聞き入って
いました。

「奄美防災シンポジウム」を開催
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液体窒素のおもしろ実験

講演の様子

仙巌園で桜島を背景に

 　8月22日、理工学研究科技術部は鹿児島市立南方小学校におい
て、出前授業「ものづくり・科学実験」を開催しました。この出前授業は、子
どもたちの理科離れが叫ばれる今日、小学生の時から実際に科学実験
やものづくりを体験し、その面白さや不思議さなどを実感してもらうことによ
り、科学分野への興味や関心が促されることを期待しつつ、地域連携活
動の一環として今年度からはじめたものです。
　第1回の今回は、南方小学校の4年生から6年生の児童25人とその
保護者らが参加し、技術部からは職員21人が同校を訪れました。まず、全
員を集めて、「液体窒素のおもしろ実験」が行われ、バラ、バナナ、風船、
ボールなどを液体窒素に浸けると
どのように変化するかを実験しま
した。引き続き、「人工イクラを作
ろう」、「光の万華鏡」、「すいすい
UFOを作ろう」等のコースに分か
れ、技術職員の説明を聞いたり、
手伝ってもらいながら、子どもたち
は実験や工作を楽しみました。

理工学研究科 南方小学校で出前授業を開催

　保健管理センターでは、
10月20日、禁煙支援のた
めの公開講座を稲盛会館
で開催し、学生や教職員、
一般市民など約200人が
参加しました。
　公開講座では、禁煙支
援の第一人者として活躍中の奈良女子大学大学院教授で日本
禁煙科学会理事長の高橋裕子氏が「あなたとあなたの大切な
人を守ろう～楽しい禁煙支援のすすめかた」と題し講演を行い、
様々な角度から禁煙の必要性や周囲が禁煙支援をすすめる上
での注意点などについてアドバイスがありました。講演終了後に
回収されたアンケートでは受動喫煙の有害性を再認識できた、大
学を敷地内禁煙にすべき、身近な人に禁煙をすすめたいという意
見も多くみられ、今後の禁煙支援をすすめていくうえで大変有意
義な講演となりました。

　留学生センターでは、8月17日から28日までの12日間、海外の協
定校等からの学生10人が参加する日本学生支援機構（JASSO）の
平成23年度留学生交流支援事業「スタディ・カゴシマ・ショートステ
イ・プログラム」を実施しました。同プログラムは、日本語未習得者を対
象に日本語の集中研修を軸に、英語による異文化理解関連科目や
鹿児島事情関連科目を組み合わせ、日本の地方都市あるいは地方
大学の魅力を発見してもらい、将来の長期的な学術研究、留学など
へのモチベーションを高めることを目的として企画されたものです。

　中国、韓国、インド及び米国から
の参加者は、午前中は主に日本語
を学び、午後は英語による異文化
理解、鹿児島の医療事情や自然
環境などをテーマとした講義を受け
ました。さらに、鹿児島市内にある
博物館や島津藩の別邸等を見学するなどして、様 な々角度から鹿児
島について知見を深めました。

禁煙支援公開講座～楽しい禁煙支援
のすすめかた～を開催

留学生センター“Study Kagoshima Short Stay Program”を実施

　吉田浩己学長は、9月22日から28日までの7日間、中国を訪問
し、湖南農業大学及び中国東北大学を訪問するとともに、北京市
及び瀋陽市在住の本学卒業生等と会い、鹿児島大学友好大使を
委嘱しました。
　今回の中国訪問は、湖南農業大学の創立60周年記念式典へ
の招聘を受けて実現したもので、岩元泉農学部長及び湖南農業
大学出身の侯徳興農学部教授を伴い記念式典及び関連行事に
参加しました。湖南農業大学は1989年に本学と学術交流協定を
締結して以来、農学部を中心に共同研究や学生の受入等活発な
交流活動を続けてきており、本学との歴史の深い大学の一つです。
　湖南農業大学訪問の後、瀋陽市にある中国東北大学を訪れ、

今年就任したばかりの丁烈雲学長を表敬訪問し、両大学の連携
事業である学生の相互交流プログラムやその他の交流活動につ
いて、今後も一層協力して推進していくことを確認しました。
　その後、本学の卒業生で
ある中国医科大学教授及
び中国人民大学商学院（北
京市）教授の3人に本学の
海外ネットワーク事業の鹿児
島大学友好大使を委嘱し、
帰国しました。

吉田学長一行、中国内の協定校を訪問

湖南農業大学記念式典会場で岩元農学部長、
侯教授らと

No.188 18

鹿大なんでも情報版
Kagoshima University Information

（平成23年7月〜平成23年10月）



大隅にある、ただ一つの鹿大の拠点。
鹿大との連携・交流が一層進むことを期待します。

■ ものづくり会館と鹿児島大学大崎活性化センター開設
　大崎町と鹿児島大学は以前からつながりがありましたが、
そのつながりがより深まったのは2008年頃からです。大崎町
には自動車などの部品を作る金型企業がありますが、2008
年秋のリーマンショックでこうした企業の売上が大幅に落ち
込みました。個々の企業がもっと体力をつけようと、以前から
これらの企業とお付き合いのあった理工学研究科の小原幸
三教授に協力を頂き、人材育成教育や共同研究がスタート
しました。
　そのうち、企業側から町に対し、教育・研究のための施設
提供を求める声が上がり始めました。鹿大との連携により企
業に活力が戻れば、町にとっても大きなエネルギーになりま
す。私たちはこの意義ある提案に乗り、平成23年6月に「大
崎ものづくり会館」をオープンさせました。金型や焼酎、農産
品加工など町内12社の企業の事業内容や製品紹介のブ
ースを設け、企業と人が交流できるようになっています。会館
内には、企業と鹿大が共同研究や研修を行う「鹿児島大学
大崎活性化センター」も開設されました。鹿大と大崎町、企
業が連携し、新しい地域資源の発掘やブランド化につなげた
いと考えています。

■ 鹿大の橋渡しでインドネシアへの国際貢献も実現
　鹿大との連携により嬉しい出来事がもう一つありました。
鹿大に橋渡しをしていただき、大崎町と町内の企業がインドネ
シア・デポック市にリサイクルのノウハウを提供することになっ
たのです。大崎町はリサイクル率4年連続日本一を達成して
います。企業を巻き込んで、町単位で国際貢献ができるとは
考えてもみませんでした。これも鹿大のご協力のおかげです。
　

■ 大隅半島唯一の鹿大の拠点として
　鹿大には地方の総合大学として、もっと自らの総合力を
積極的にアピールしていただきたいと思います。鹿大に素晴
らしい先生方や研究成果のあることはわかりますが、地域活
性化にそれらをどう活かせばいいのかが私たちにはわかりま
せん。私たちはもっと鹿大の力を知りたいと思っています。鹿
大の先生方が地域の現場を見に来てくださる機会が増えれ
ば、私たちも先生と現場を見ながら質問やお話がしやすくな
るのではと感じています。
　また、大崎町で住民が大学の先生方と触れ合う機会はな
かなかありません。特に子どもたちにとっては、町にいながらに
して感性を磨く機会がとても少ないのです。そこで、鹿大の
先生方に講師となっていただき、ものづくり会館で子どもたち
を対象に様々なことを指導していただく場を設けられたら、と
も考えています。
　鹿大との交流が進み、鹿大の先生方や学生さんが町を
歩くことが日常になると嬉しいですね。鹿児島大学大崎活
性化センターは大隅半島唯一の鹿大の拠点です。ここがま
すます大きくなるよう、町としても努力していくつもりです。鹿
大の皆さん、センターをぜひ利用して、教育・研究活動を進め
ていってください。

ひがし・やすひろ／昭和19年大崎町生まれ。昭和39年鹿児島県
立有明高等学校卒業。昭和40年7月～平成10年12月大崎町
職員、平成11年1月～平成13年6月同町助役を経て、平成13年
12月大崎町長に初当選。平成21年12月の町長選挙で当選を果
たし、現在3期目を務める。鹿児島県町村会理事、鹿児島県農業
信用基金協会理事。

大崎町長 東 靖弘氏

第14回

　産学官連携推進機構は、9月17日、鹿児島の焼酎・黒酢など醸
造や発酵を中心とする食産業を主体に地域再生を担う人材育成を
目的とした社会人向け講座「かごしまルネッサンスアカデミー」第5期
生修了式を行い、酒造関係者や飲食業関係者、一般社会人、主婦
など計54人が修了しました。
　「かごしまルネッサンスアカデミー」は、文部科学省科学技術振興

調整費「地域再生人
材創出拠点の形成」プ
ログラムとして平成18
年度に採択され、鹿児島県や県内の食品関連業界などと連携して
実施してきた事業で、今年度で文部科学省からの委託事業として
の5年間を終了し、来年度より新体制で開始する予定です。

「かごしまルネッサンスアカデミー」第5期生修了式を開催
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奄美の恵み ～海洋療法を活用した健康増進～

ご感想・ご意見は鹿児島大学広報センター（総務部広報室） 電話099-285-7035／E-mail  sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jpまで。

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 国際島嶼医療学講座  嶽
たけざき

﨑 俊
としろう

郎 教授

〈表紙〉

お
知
ら
せ

●保護者向け広報誌『鹿大だより』第8号を発行しました
『鹿大だより』第8号では、学部卒業者の就職・進路状況、先生インタビュー、サークル紹介、鹿大の主な出来事などをお伝えします。
詳細は、http://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kadai_dayori8.pdfをご参照ください。

●学生支援寄附金の募集のご案内
鹿児島大学では、学生支援を目的とした寄附金を募集しています。寄付は一口5,000円から。事業内容については、学生生活課（099-285-7331）
までお問い合わせください。詳細はhttp://www.kagoshima-u.ac.jp/side_menu/application_form.htmlをご参照ください。

●施設の貸出のご案内
鹿児島大学では、一部の施設の貸出（有料）を行っています。利用希望の方はTEL 099-285-7111（代表）へご連絡ください。
詳細は、http://www.kagoshima-u.ac.jp/about/shisetsu.htmlをご参照ください。　【貸出可能施設】稲盛会館、各学部の講義室等
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瀬戸内町・渡連海岸での運動の様子

この冊子には、環境対応型インキ
として、植物由来の油を配合した
インキ「植物油インキ」を使用し、
環境負荷にも配慮しております。

　奄美島嶼地域は豊かな自然に恵まれ、長寿者の割合が高い

地域ですが、最近は生活習慣の変化とともに肥満者や生活習

慣病にかかる人が増えつつあります。そのため、行政が中心

となり食生活の見直しや運動習慣の普及などが行われてい

ます。海洋療法（タラソテラピー）は、奄美の恵みを活用した

健康増進活動の1つとして注目されています。

　海洋療法は海水や海産物、潮風、海浜など海の資源を幅広

く利用する療法のことです。鹿児島県は「あまみ長寿・子宝

プロジェクト」の一環として、海洋療法を活用した健康増進

活動を推進しています。これと連動して、国際島嶼医療学

講座では、県や市町村の委託を受け、海洋療法の効果検証を

行ってきました。

　与論町ではホテルのプールを活用したタラソ教室で様々

な症状の軽減や血糖値の低下が認められました。和泊町では

独自の施設をつくり、冬期も温海水を使って海中運動ができ

ます。ここでは血圧や各種検査値の改善が見られた他に、脳

内の活動を示す値が安定化しました。また、奄美市につくら

れた同様の施設では、膝関節痛のある人を対象に検証し、関

節痛の軽減、下肢筋力の増強、関節可動域の増加が認められ

ました。温海中では、浮力のため膝への負担を軽くした上で

運動できるとともに、末梢循環も改善したことによると考え

られました。一方、瀬戸内町では、豊かな自然を最大限に利用

し、加計呂麻島の渡連海岸で島踊りを組み合わせた運動と町

スタッフによる手作りの温海水プールを使った教室を行っ

ています。

　海洋療法だけによる健康増進効果には限りがありますが、

運動と組み合わせて行うことにより、運動の効果を強め、さ

らに楽しく続けることができるメリットがあります。今後

は、当講座で行っている「あまみの生活習慣病予防と長寿に

関する研究」のデータを用いて海洋療法の効果を疫学的に解

析するとともに、市町村にもフィードバックしていきたいと

考えています。

●奄美大島・渡連海岸
海洋療法が行われている場所の一つ、渡
連（どれん）海岸。奄美大島本島の南に位
置する加計呂麻島にあり、大島海峡に面し
ている。本島の古仁屋港からフェリーや海
上タクシーで行くことができる。アダンの木
陰のある砂浜、穏やかな美しい海。豊かな
自然環境は海洋療法にうってつけだ。


